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ｉ．コンピュータを活用する上での課題 

社員のコンピュータ活用能力の向上が 53.3％と過半数を占めており、次いでセキュリティーの確保

26.7％、特に問題はない23.4％となっている。 

 

ｊ．パソコンの普及状況 

会社に１台が 37.3％と最も多く、次いで１人あたり１台 27.0％、小グループに１台 18.7％となって

おり、１台を数人で共有しているケースが大半を占めている。 
N = 577

40.036.032.028.024.020.016.012.08.04.0
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上

 

ｋ．現在、主に使用しているコンピュータ機器の使用年数 

１年超～３年が48.2％と最も多く、次いで３年超～５年25.5％、５年超15.3％となっている。 
N = 601

50.045.040.035.030.025.020.015.010.05.0
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ｌ．購入から廃棄までの期間 

５年超が64.8％と大半を占めており、次いで３年超～５年33.0％、３年以下2.2％となっている。 

長期間に渡りコンピューターを使用していることが数字にも表れている。 

 
N = 555

70.063.056.049.042.035.028.021.014.07.0
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2.2３年以下　　

 

N = 576
60.054.048.042.036.030.024.018.012.06.0
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